
4 総事業費 千円

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 継続 単独 事業類型 Ⅰ ソフト事業 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名 51 精神保健デイケア事業
会計 01 一般会計

活動指標 単位
実績値 目標値

款 04 衛生費 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

05 障がいのある人の自立した生活を支える
項 01 保健衛生費

事業開催回数 回
目標 ― 目標 85

41 41
目 01 保健衛生総務費 実績 80 実績 82

施　策 3 相談体制の充実
細目 102 保健事業 目標 ― 目標

細々目 07 精神保健デイケア事業 実績 実績

基本計画該当頁 70 行革大綱の重点事項番号 目標 ― 目標

担当部課
コード 753000 評価者

氏　名
奥田　充法 連絡先

52 - 3228 実績 実績

名称 青山支所　健康福祉課 (内線) 106

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H19 H20

精神疾患で通院治療中の者

社会復帰訓練（内職、作業）、創作活動、スポーツやレクリエーショ
ン、社会適応訓練（家事訓練、会話等）、生活訓練を行うことで、居
宅生活を維持することが可能である。個別・集団活動を通じて、対
人関係の改善、社会的習慣の確立、就労意欲の向上など、自立と
社会復帰を図っている。

参加率
毎回参加することで、社会復帰にむけた社
会的習慣の確立を図ることができる

％
目標 80,0 目標 85,0

90% 90%
実績 73.9 実績 83.9

参加者数
事業参加することが、参加者の社会復帰を
しようとする意思の表現である。

人
目標 目標 350

350 350
実績 244 実績 319

（※対象件数 ）
根拠法令・要綱等 伊賀市精神保健デイケアふれんどつつじ実施要綱

開始年度 平成 年度
関連事業

評価

本
年
度
事
業
内
容

終了
・社会適応訓や生活訓練等により自立と社会復帰を図る
・音楽療法士による音楽療法により情緒の安定を図る
・生活や心身の健康等に関する相談を行い、心身の健康促進
を図る
・健康フェステバル等でバザーを担当し物品の販売実施（ボラ
ンティアの方を含む）し、対人関係の改善と市民に対して精神
疾患に対する啓発ができる

年度年度 平成

状
況
変
化
等

H７年度から月１回のペースでデイケア事業を開始しまし
た。H１６年度から利用者の要望により週２回となるが職員
数の関係からH１９年度は週１回の事業を実施している。
デイ事業に参加することで居宅生活が継続可能となって
いる現状である。

必要性

評価項目

3

ポイント
・参加することで、心の安定や社会的習慣の維持向上ができている。また、地域で生活を行い地域住民に協力してもらって
いることで、　地域の精神疾患に対する啓発に繋がっている。
・医療機関のデイサービス、自立支援法に基づく福祉サービスの対象とならなかった人の受け皿としても必要な事業であ

評価項目についてのコメント

有効性 3

るただ参加するだけでなく、参加者主導で活動できるようになれば、更に自立と社会復帰促進につながつと期待できる。

達成度 4
事業はほぼ計画とおりに達成できたが、対人関係の改善や社会的習慣の確立と就労意欲の向上など、自立と社会復帰へ
の取り組みは、複数年にわたる取り組みが必要である。

効率性 3
経費面での支出は少ないが、事前準備や運営に要する関係者の拘束時間が長い。整

1

備内容

建設用地

運営体制

1 運営主体

　委託先
2 建設面積（延床面積）

3 規模・構造

2 配置（予定）人員 人

Ｃ

総合評価

現状維持

事業の方向性

参加者の自主性を促し参加者の主導型に転換し事業内容も検討する必要がある。

改善についての取り組み

3
4
年間運営費
市内の類似施設

千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

事
業
内
容

平成１７
事 業 内 容

年度
数量

 決算内容
金  額 事 業 内 容

平成１８
数量
年度 決算

金  額
内容

事 業 内 容
平成１９

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２０

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２１

数量
年度 計画

金  額
内容 平成２２

事 業 内 容 数量
年度 計画

金  額
内容

委託

単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円)
単位

(千円)
賃金 703 賃金 581 報償費 40 報償費 40 報償費 40

報償費 20 報償費 40 報償費 40 （音楽療法士） （音楽療法士） （音楽療法士）

工事
（音楽療法士） （音楽療法士） （音楽療法士） 需要費 11 需要費 11 需要費 11
需要費 10 需要費 99 需要費 11 運行業務委託料 95 運行業務委託料 95 運行業務委託料 95
運行業務委託料 566 運行業務委託料 364 運行業務委託料 95

進捗率
(％)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
事業費計(A) 　 Σ 1,299 事業費計(A) 　 Σ 1,084 事業費計(A) 　 Σ 146 事業費計(A) 　 Σ 146 事業費計(A) 　 Σ 146 事業費計(A) 　 Σ 146

事業投入人員 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 12,099 11,884 10,946 10,946 10,946 10,946

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 1,299 1,084 146 146 146 146

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担
そ   の   他
一 般 財 源 1,299 1,084 146 146 146 146
計 1,299 1,084 146 146 146 146

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


	精神保健デイケア

